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  次世代のウェアラブルデバイスとして皮膚密着型の電子機器が注目され，これは医療向け用途やヘ

ルスケア，VR/AR 分野などへの応用が期待される．そのために，伸縮性のある導電材料のパターニン

グが不可欠である．高解像度のパターニング方法として，インクジェット印刷法が報告されている．[Adv. 

Electron. Mater. 6, 1 (2020).]しかし， 100 µmを切る高解像度で，透明伸縮性導電材料を信頼性良く

パターニングすることは難しく，実現できるデバイスの種類や空間解像度が限定されていた． 

  本研究では，UV レーザアブレーションを用いて，透明伸縮性導電材料の高スループットかつ数十ミ

クロンオーダーの高解像度なパターニングを実現した．透明伸縮性導電材料として，導電性高分子の

PEDOT:PSSにイオン性の添加剤を加えることで導電性と伸縮性を向上させたものを用いた．スピンコー

ト法により伸縮性基板上に伸縮性導電薄膜を形成し、ナノ秒 UV レーザーアブレーションによってパタ

ーニングを行った．本手法により数十 µm オーダーまで微細なパターンを形成でき、アブレーション前

後で材料の伸縮性や導電性が変化しないことを確認した．アブレーション後，プラズマ処理をすること

で，シート抵抗は 400 Ω/Sq.から 650 Ω/Sq.に増加するが，高解像度パターニングの信頼性が上がった． 

  さらに，パターニングした伸縮性透明電極と数 µm厚の伸縮性絶縁膜を用いて伸縮性の容量型歪セ

ンサとタッチセンサを作製した．歪センサは100 %という高い歪まで高い線形応答を示した（Fig）．タッチ

センサも指を触れる前後で十分な容量変化を示した．透明で薄膜の歪・タッチセンサは，装着している

ことがわからないような次世代ヒューマンコンピュータインターフェースとしての活用が期待される． 

  本研究は JSTさきがけ，JPMJPR20B7の支援を受けたものである．一部は，天田財団，イオン工学振

興財団，マツダ財団，ポリウレタン国際技術振興財団，KGRI スタートアップ研究助成の支援を受けた． 

 
Fig. A transparent stretchable strain sensor. (a) Structure. (b) Photograph. (c) Capacitance-strain 

characteristics. 

第82回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2021 ハイブリッド開催（名城大学 天白キャンパス ＆ オンライン）)13a-N207-9 

© 2021年 応用物理学会 11-297 12.3


